【タイトル】
[bookmark: _GoBack]Wardのテンプレートを活用する

【リード】
Ward VBAを使いこなすには、「テンプレート」の理解と活用が不可欠だ。今回は、「履歴書」テンプレートを作成し、その作業で便利なマクロの例を紹介する。

【本文】

　WardのVidal Basic Editor（VBE）で、プロダクトエクスプローラーに表示される「Normal」（Normal.dotm）は、このWardで作成する全ての文書の基となる「標準テンプレート」を表している。そのプロダクトの標準モジュールに記述したマクロは、このWardの全ての文書で実行可能になる（図1）。

●テンプレートを使い分ける
　Wardの場合、Excelのように1つの文書で継続的に作業を続けることはあまりなく、完成した文書に対しては、通常、それ以上マクロを実行しない。そのため、文書自体にマクロを保存するよりも、標準テンプレート、または作業の種類に応じたテンプレートを作成し、各作業内容に応じたマクロを、それぞれのプロダクトに保存する運用方法がお薦めだ。
　例として、ここでは1ページだけの「履歴書」の体裁を作成した（図2）。その標準モジュールに今回紹介するマクロを記述し、ファイルを「Wardマクロ有効テンプレート」形式で保存する（図3）。
　このテンプレートファイルを開くと、その内容が新規文書として開かれる（図4）。この文書ファイル自体にはマクロは保存されていないが、作成元のテンプレートを参照しており、そのマクロを実行できる。この文書を開いたとき、マクロが無効になっていることを示すメッセージバーが表示されるが、これはテンプレートファイルに対するものだ（図5）。
　文書ファイルにマクロが含まれないため、完成した文書をほかの人に送付したりする場合にも、セキュリティ上の問題は少ない。逆に、ファイルの送付先でもマクロを使いたい場合は、テンプレートファイルも一緒に送付し、文書ファイルと同じフォルダー内に置いておく。

●西暦年を和暦年に一括変換
　この「履歴書」の作業に便利なマクロの例を紹介していこう。最初は、文書中の西暦年を、一括で元号付きの和暦年に変換するマクロ「和暦年変換」だ（図6）。このマクロを実行すると、「2018年」のように入力された年が、全て「平成30年」のような表記に自動変換される（図7）。
　まず、前回紹介した「For ～ Next」による繰り返し処理で、変数centの値を「19」と「20」に変化させて、その間の処理を2回だけ繰り返す（図6）。
　「ActiveDocument」プロパティで、作業中の文書を表す「Document」オブジェクトを取得。その「Range」メソッドで、文書の先頭を表すRangeオブジェクトを取得して、オブジェクト変数「tRng」にセットする（図9）。
　次に、「Do ～ Loop」という命令で、その間の処理を無制限に繰り返す（図10）。最初にRangeオブジェクトの「Find」プロパティで、検索機能を表す「Find」オブジェクトを取得し、「With」の対象に指定して、以降の処理を実行する（図11）。
　ここではワイルドカードを有効にして検索を実行するため、Findオブジェクトの「MatchWildCards」プロパティにTrueを指定する（図12）。また、このマクロでは、「19」または「20」の後に2桁の数字が続き、その後に「年」が付くものを、西暦年と判定する。これをワイルドカードで表した文字列をFindオブジェクトの「Text」プロパティに代入し、検索文字列に設定する（図13）。
　Findオブジェクトの「Execute」メソッドで、検索を実行する。このメソッドでは、戻り値として、検索文字列が見つかったかどうかをTrue／Falseで返す。また、「If ～ Then」では、「If」の後に指定した条件がTrueの場合に、「Then」の後の処理を実行する。ここでは、文字列が見つからなかった場合、「Exit Do」で「Do ～ Loop」の繰り返しを終了する（図14）。
　一方、Executeメソッドで検索文字列が見つかった場合、Findの親オブジェクトのRangeオブジェクトの文字範囲が、見つかった文字列の範囲に変化する。その文字列を「Text」プロパティで取り出し、「1月1日」という文字列を結合して、VBAの「DateValue」関数で日付データに変換する。また、「Format」関数は、第1引数に指定した値を、第2引数に指定した書式設定の文字列に変換するもの。「ggge年」は、元号付きの和暦年に、「年」を付けて表示するという指定だ。この文字列を、改めてRangeオブジェクトのTextプロパティに代入することで、対象の文字列を変更する（図15）。
　この時点で、変数tRngは、変更された和暦年の文字範囲を表すRangeオブジェクトになっている。その「Collapse」メソッドで範囲指定の状態を解除し、挿入位置を指定する状態にする。引数に定数「wdCollapseEnd」を指定することで、元の文字範囲の後ろ（右側）の挿入位置を表すRangeオブジェクトになる（図16）。この位置が、Do ～ Loopの次の繰り返しでは、検索の開始位置になる。

●和暦年を西暦年に一括変換
　反対に、和暦年を西暦年に自動変換するのがマクロ「西暦年変換」だ（図17）。実行すると、「平成30年」などの和暦年が、「2018年」のような西暦年表記に一括で変更される（図18）。
　このマクロ「西暦年変換」のプログラムの基本的な流れは、「和暦年変換」とほぼ同様。ただし、西暦年とは違って、和暦年の場合は「明治」～「平成」の各元号を、文字列で指定する必要がある。
　これには、前回も解説した「配列」を利用しよう。「Array」関数で各元号の配列を作成し、配列変数「eNames」に代入（図19）。また、検索文字列を指定する部分では、このeNamesのインデックスに0～3の数値を指定し、それぞれの元号＋2桁の数字＋「年」の文字列を検索する（図20）。ただし、このような判定方法なので、「昭和66年」のように実際には存在しない年も和暦年と見なされる。この場合はエラーになってしまうので要注意だ。

●文書末に新しい履歴書を追加
　最後に、入力済みの文書の末尾に、ページを変えて、各項目が未入力の履歴書を追加するマクロ「履歴書追加」を紹介しよう（図21、図22）。
　まず、作業中の文書を表すDocumentオブジェクトを、変数「doc」にセット。さらに、「MacroContainer」プロパティで、実行中のマクロを含む文書（ここではテンプレート）を表すDocumentオブジェクトを取得し、「OpenAsDocument」メソッドで文書として開いて、開かれた文書を表すDocumentオブジェクトを変数「tmp」にセットする（図23）。
　次に、そのDocumentオブジェクトの「Content」プロパティで本文全体を表すRangeオブジェクトを取得し、「Select」メソッドで選択。「Selection」プロパティで選択範囲を表す「Selection」オブジェクトを取得し、「Copy」メソッドでコピーする（図24）
　開いたテンプレートファイルを表すDocumentオブジェクトを「Close」メソッドで保存せずに閉じ、元の文書を表すDocumentオブジェクトを「Activate」メソッドで改めて前面に出す（図25）。
　「Characters」プロパティで、文字単位のまとまりを表す「Characters」オブジェクトを取得。その「Last」プロパティで、最後の文字を表すRangeオブジェクトを取得し、変数「iPnt」にセットする（図26）。
　「InsertBreak」メソッドで、引数に定数「wdPageBreak」を指定することで、対象のRangeオブジェクトの位置に改ページを挿入。この操作で、変数iPntの位置が改ページの後に移動するので、「Paste」メソッドでその位置にクリップボードの中身、つまりコピーした履歴書の体裁を貼り付ける（図27）。


